
「主体的」に活動できる人に 
                            校長  見世 直樹 

 
 今年度第二回のコミュニティ･スクールの会議（どんな子どもに育ってほしいか）で、地域の方から

「主体的な子どもに」という意見が、ふたグループから出ていました。自主的と主体的はどう違うの

か、同じような意味ですが、学校教育においては違いがあるので考えてみました。自主的な姿を思い浮

かべると例えば、２年生は給食の用意がとても早いです。これは先生から「早くしなさい」と言われて

いるわけではなく、進んでやっています。駅伝部の朝の自主練では、周回数やペースはそれぞれです

が、毎日自ら進んで参加し走っています。 

「主体的」（辞書の中では自主的と意味の差がわかりにくいものもあります。）という言葉は現在の学

習指導要領（文科省の定めるカリキュラムの基準）で多く使われています。 

 具体的に考えると、例えば日南中は毎日放課後学習（パワーアップタイム（PT））をしています。プ

リント学習が中心ですが、まる付けが終わったら、自分で考えて次により難しい問題にチャレンジする

とか、ミスしたところわからなかったところを、教科書を見てノートにまとめなおすなど、自分の学力

がパワーアップするにはどうしたらよいか、自分の課題をとらえて自分で次の行動を考え、それを更に

家庭学習につなげていく。朝練に取り組んでいる生徒の中には、自分の目標タイムをしっかり定めて、

それに向け、毎日の周回数やペースを自ら考えて行っている人もいると思います。また、掃除を例にと

ると、時間が余った時に普段できていない所に気づき、内容･方法を自分で考えてやってみる。つまり、

主体的とは、やることが決まっている中で自分から進んでやるところ(自主的)から一歩進んで、「自分

(達)の課題に気づき(目標を設定し)、何をやるか自分(達)で考えて、行動しようとする」態度といえる

のではないかと思います。 

このような「主体的」の意味をみんなで共有し、今叫ばれている「主体的な学び」を身に付けていこ

うと思えば、学校内の共通実践はもちろん、保護者・地域の方、コミュニティ･スクールとの協働が必要

になってくると思っています。生徒一人ひとりが主人公になり、「主体的」な活動が進むよう、 

これからも生徒、保護者・地域の方と取り組んでいきたいと考えています。いろいろアイデア 

やお考えをお聞かせください。 
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 ６月２日（木）～３日（金）に西部地区を会場に、西部地区中学校夏季総合体育大会が開催されました。

本校からも、陸上部、卓球部、男女バレーボール部、男女ソフトテニス部が参加し、日頃の練習の成果を

発揮し、大会に望みました。特に、３先生にとっては中学校生活最後の大会となるということで、大会に

臨む意気込みも強く、試合では自分を信じ、仲間を信じプレーする一生懸命な姿が見られました。結果は

それぞれでありましたが、今まで支えてくださった家族の方や仲間、そして、いつも熱心に指導をしてく

ださった先生方に感謝の気持ちを忘れず、部活動での経験を普段の生活に役立ててほしいと思います。県

総体への出場が決まった人は、さらに上位を目指し練習等に励んでほしいと思います。 
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また、６月５日（日）には米子市公会堂でサマーブラスコンサートが 

開催されました。本校からも吹奏楽部が参加し、素晴らしい演奏を披露 

してくれました。人数が少なく、練習等も大変な状況の中、一人ひとり 

がしっかりと演奏することができたようです。７月２９日に開催される 

県吹奏楽コンクールでも、素晴らしい演奏を披露してほしいと思います。 

 

 

 

 

 ６月１０日（金）に火災を想定した避難訓練を行いました。 

今年度は、こども園・小学校と合同で実施し、連携の大切さ等 

を確認しました。また、当日は江府消防署生山出張所の職員の方 

にも来ていただき、ご指導を受けました。火災発生時刻は生徒に 

知らせず行いましたが、授業中ということもあり、授業担当の 

先生の指示に従い、落ち着いて、整然とグラウンドに避難をしま 

した。避難の指示を出してから全員が集合し、点呼を終えた時間 

は５分４６秒でした。あってはならないことですが、万が一に備 

えて訓練しておくことは大切です。２学期には地震を想定した訓練 

を行う予定です。いつどんなときでも落ち着いて避難できるよう 

訓練も工夫していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 ６月６日（月）から２４日（金）までの１５日間、本校 

卒業生の川田季和（大学４年生）さんが教育実習をされま 

した。教科は、保健体育で指導教員の加藤先生からいろい 

ろなことを学ばれました。また、３年生の学級で学級経営 

等も学ばれ、教員という仕事の 

やり甲斐や楽しさを感じられた 

一方、教員という仕事の大変さ 

なども感じられたようです。 

将来は、鳥取県で教員になり 

たいと意気込んでおられます。 

生徒や保護者に愛され、頼られる教員をめざしてほしいと 

思います。 

 

 

 

 ２３日（木）から３日間実施されました「期末テスト」 

が、無事終了しました。生徒たちは、このテストに向けて 

テスト勉強に励んできましたが、十分に力を発揮すること 

ができたでしょうか。これから、結果が返ってきますが、 

一喜一憂するだけではなく、できなかったところをしっか 

りと復習することが大切です。ご家庭でも、声かけを 

よろしくお願いします。 

１日（金）１年性教育講演会 

 ５日（火）２年職場体験（～７日） 

６日（水）３年学力診断テスト 

８日（金）メディア講演会 

９日（土）通信陸上 

１０日（日）通信陸上 

１１日（月）計画訪問 

１２日（火）専門委員会、駅伝部結成 

１４日（木）ＫＫフェスタ、通学班総会 

１５日（金）２・３年性教育講演会 

１８日（月）海の日 

１９日（火）期末懇談（午後） 

２０日（水）期末懇談（午後） 

２１日（木）１学期終業式 

２３日（土）県総体（陸上・テニス） 

２４日（日）県総体（陸上・テニス） 

２９日（金）県吹奏楽コンクール 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

８月 ２９日 ２学期始業式 

   ３１日 ３年学力診断テスト 

７月の主な行事 

期末テストが終わりました 


